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介護保険をとりまく状況と「これから」
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○ 団塊の世代が全て75歳以上になる2025年には、75歳以上の者の割合が18％になる。
○ 2040年の人口は2015年の約87％まで減少するが、65歳以上人口の割合は2015年の約1.3倍となる。
○ 2040年以降も念頭に、急増するニーズと支え手となる世代の減少を踏まえ、介護保険制度が直面する課題への対応が必要。
（注) 団塊の世代は1947～49年、第２次ベビーブーム世代は1971～1974年生まれ。
（出典）1965年、2015年は総務省「人口推計」、2025年、2040年は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口－平成29
年中位推計－」







2040年の社会のイメージ



2040年の社会とは

－人口構造の変化が医療・介
護に及ぼす影響を俯瞰するー
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①人口構造の変化
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出所）国立社会保障・人口問題研究所：日本の将来推計人口（平成29年推計）より作成

人口構造の変化（全国）

2015 2040

(万人) (％) (万人) (％)

総数 12,710 100.0 11,092 100.0

0-14歳 1,595 12.5 1,194 10.8 

15-64歳 7,728 60.8 5,978 53.9 

65-74歳 1,755 13.8 1,681 15.2 

75-84歳 1,138 9.0 1,216 11.0 

85歳以上 494 3.9 1,024 9.2 
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②人口構造の変化が

医療・介護に及ぼす影響とは
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人口構造の変化が医療・介護に及ぼす影響①
（全身状態の総合的評価と多職種によるチームアプローチの推進）

（出所）鳥羽研二：老年症候群と総合的機能評価，日本
内科学会雑誌、98（3），p.101-106，2009を引用

「利用者の全身状態（生活機能、健康状態）」と「個人・環境因子」を総合的に捉えた上で、

「本人の生活課題」の解決に向け、多職種チームでアプローチしていくことが専門職には求められる。



出所）厚生労働省「患者調査」
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人口構造の変化が医療・介護に及ぼす影響②（入院）

出所）厚生労働省「2017年患者調査」
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b) 年齢階級別構成割合

a) 年齢階級別入院患者数

年齢階級別にみた入院患者数及び構成割合年齢階級別にみた入院受療率

✓ 病院病床数は1993年の168万床をピークに減少し、
2017年現在155万床となっている。

✓ 病床数の減少に伴い、入院患者数（調査日）も1990

年の150万人から2017年現在131万人に減少している。

✓ 入院受療率をみると、75-84歳の3.0％に対し、85歳以
上は6.3％と、2倍以上入院しやすい状況にある。

✓ 高齢化の進展により、入院患者に占める85歳以上の割
合は、1990年の8％から2017年の26％に急増している。

入院の現状と超高齢化の影響



出所）厚生労働省：患者調査
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出所）厚生労働省：介護サービス施設・事業所調査
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出所）厚生労働省：平成29年人口動態調査

人口構造の変化が医療・介護に及ぼす影響④（看取り）

2000 2004 2008 2012 2016

総 数 96.2 102.9 114.2 125.6 130.8 

医療機関 77.9 84.6 92.7 98.8 99.1 

自宅 13.4 12.7 14.5 16.1 16.9 

老健 0.5 0.6 1.1 2.2 3.1 

老人ホーム 1.8 2.1 3.3 5.8 9.0 

その他 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 

a) 場所別死亡者数（万人）

b) 場所別死亡者数の伸び率（2000年を100とした場合）

2000 2004 2008 2012 2016

総 数 100.0 107.0 118.8 130.6 136.0 

医療機関 100.0 108.7 119.0 126.9 127.2 

自宅 100.0 95.4 108.4 120.7 126.9 

老健 100.0 134.7 226.7 447.2 637.5 

老人ホーム 100.0 119.7 186.0 327.2 505.8 

その他 100.0 101.3 100.0 101.6 100.4 

死亡場所別死亡者数の推移
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出所）厚生労働省：平成29年人口動態調査
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出生数・死亡数の将来推計（単位：千人）




